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	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！
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 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)　めざせ！本物の自己主張上手
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展開
	１．おたがいに上手な自己主張を完成させるために、人と主張し合うときには、
どんな意見でもまずは受け止めてみることが必要であることを学ばせる。
２．小集団（３人グループ）において、上手な自己主張の練習をさせる。

	活動項目
(所要時間)
	
	[image: image7.png](0.0 ]3
(2o}

=l < &




活動内容

	準備物

	1．復習と

導入 (4)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう」
○上手な自己主張の3本柱：「言葉」「声」「体」
声のポイント：ちょうどよい声の大きさ、速さで言う
体のポイント：１．相手に顔と体を向ける

２．話の内容に合わせた表情をする

	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「めざせ！本物の自己主張上手」

目　標：「相手の主張もきちんと聞こう。」
	

	3.活動
上手に自己主張し合おう(31)
	
	上手な自己主張の聞き方を探る
· 前時の教材確認。

· 本物の自己主張上手になるためには、自分が「主張するばかり」ではいけない。上手に主張するのと同じくらい、上手に「聞く」ことができる人が本物。（「話し上手は聞き上手」という言葉もある。）
・これから「聞き方」についての映像を見る。特に聞いている人が言っている「言葉」に注意して見ていよう。
→まずは、1回目の映像を提示。1回目が終わったところで一時停止。
· 全体シェアリング：どんな言葉を言いながら聞いていたか。
⇒「えー」「やだ」「つまらない」「変なの」
相手の主張や、相手自身をバカにしたり、傷つけたりするようなあいづち
· 聞き方には大きなポイントがある。
☆相手に体を向ける
☆話に合わせた表情で聞く　　は自己主張をするときと同じ。

　新しいポイント
相手の主張を受け止めたあいづちをうつ

＊あいづちの意味を知らなければここで説明。２年次からピアの授業を受けていれば学習済み。

· 相手の主張を聞いて、違うと思ったり、言いたいことがあったりしても、まずは相手の主張を受け止める。

· どのようにすれば、相手の主張を受け止めたあいづちになるのか。コツが２つある。その２つを見つけ出すために「２回目」を見よう。
→モデル提示用映像
・全体シェアリング：どんな「あいづち」をうっていたか？（意見をｶﾃｺﾞﾘｰ分けして板書）
全体

1回目のような、相手を攻撃することは言わない。

ちゃんと聞いていた。相手の話を聞いている感じがした。
コツ１

「カレンダーか。」「いろいろなところか。」
コツ２

「あぁ、そっか。そうだね！」「なるほど。」「いい考えだね。」

聞き方のコツを知ろう

１つ目のコツ：相手の言葉をくり返す
 eq \o\ac(○,例)「カレンダーがいいな」→「カレンダーか」
「いろいろなところに貼れるから」→「いろいろなところか」
· 相手の言葉を繰り返すことで、相手の主張について、自分の頭の中で考えやすくなる。また、相手に対して言ったことを確認することもできる。
２つ目のコツ：自分の考えになかったことは認める
· 自分よりよい意見や、思ってもいなかったことを言われると、つい「でも」「だって」などと言ってしまうことがある。そうすると雰囲気が悪くなり、相手は「この人は自分の話を聞いてくれない人」と感じる。
· 聞くときには、まず「うん」「なるほど」「そうか」「そういう考えもあるね」などと、素直に相手の主張を認める。その上で自分の主張をする。
聞き方のコツを使って練習をする（全体）
· プリントA配付。プリントの流れに沿ってあいづちを考える。（まずは個人作業をして、その後、小グループで相談させるとよい。）
· 全体シェアリング
これまで学習した全てのコツを使って自己主張し合う練習をする（個人）
· 前回の授業に書いた「フクロウグッズを作ろう！」を用いて、3人グループで自己主張する。本時のプリントAの裏にあるチェック欄も使用。

全体シェアリング
○特に今日は、あいづちを上手に打てたか。難しいのは、どこか。
○相手を受け止めたあいづちが打てたとき、どう思ったか。
○お互いに上手な自己主張の仕方ができるとどんなよいことがあるか。
まとめ

○自分の主張を聞いてもらうためには、相手の主張も聞くことが大事。
○ピア･サポートは「周りの人」と「自分」の両方を大切にする。そのことを忘れないように、自己主張を合うクラスにしよう。
	

	4．確認(4)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「受け止めたあいづち」「くり返す」「認める」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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